
地質ニュｰス辺86号,56-66頁,1995年2月

�楳�瑳畎敷����瀬�弶�䙥�����

ライマン雑記(11)

副見恭子1)

北海道地質測量調査皿

1･果てしない太平洋･大津(8月5目)一根室(8

月20目)

明治7年8月5目,残りのアイヌグルｰプは,広

尾･浦河経由で帰途につき,通訳は札幌へ立ち,ラ

イマンと秋山の一行は,少し遅れて,9時45分に,

馬で十勝海岸に沿い南下した.花々たる太平洋を望

みながら,段丘が多い道を駆馳し,1時12分,

Tobui(当縁)の朽ち果てた本陣(番屋?著者注)を

通過し,1時半過ぎ,前年榎本武揚が訪れた

才^･`土しま

Ayosh㎜a(相保島?)川口にある砂金地に立ち寄り,

れき.京ね

3時14分,Bemfune(歴舟)本陣に到着した(第1

図).

アイヌの家が2,3軒あるのみの歴舟コタンで一

泊し,翌6日,7時過ぎ出発し,これも砂金で知ら

ら･rこぴろう

れた楽古を通って,10時30分,広尾本陣入りした.

BerOは,大津と比べ,開拓使の出先機関があるだ

けに･役人の宿舎･旅館･日李人住居1軒･アイ

ヌ住居45軒が建ち,にぎやかであった.十勝州知

事Sakai(フィｰルドブックではtsumeai･詰合とあ

る)が,自分で作成した地図を持参してライマンを

訪問,彼の十勝･佐幌･空知･浦河･夕張上流等の

踏査を語った.早速略図を借り受け,大津へ戻るま

でに,秋山と野村とでコピｰを仕上げた.ライマン

は,6日間マンロｰを空しく待ったが,いたし力な

く,彼に指令を残して,11日に広尾を去った.両

者の不和は周知の事実で,常に行き違いやコミュニ

ケｰションの齪薗吾が生じている.これも一例でたか

ろうか?

大津への帰路,突然歴舟川の水かさが増し,一瞬

に褐色の泥水が急流と化し,あちこちに流木が浮ぶ

異変に遭遇した.ライマソｰ行は,危険を感じ,カ

ヌｰで川を渡った.西南の風が吹くと,歴舟川が氾

濫する異常現象は有名である.当緑川,湧洞川を経

て,無事6時に大津へ帰着した.

8月12目,7時30分,いよいよ根室への旅が始ま

った.十勝太を背後にし,高さ60フィｰトの出鼻

にかかると,ライマンは,Sakai知事の地図にあ

る,小人が掘ったとアイヌが信じる穴居跡が近くに

存在するのを思い出した､しかし,彼は,地図が秋

山の荷物の中にあったこともあり,別段探査するこ

となく,急ぎ通過した.コロボックルの旧居では,

と興味を抱く人がいるであろう.小人村の位置は,

現在の浦幌と推察される.12時過ぎに,小さな村,

尺別で昼食をとった.この尺別から厚岸までの沿岸

25里余りの間に散らばる煤田を釧路煤田と呼んだ.

やがて4時55分白糠に達した.石狩十勝の旅と異

なり,今回は騎馬旅なので,スケッチは記憶に留め

て,記録は主に宿で書かれた.
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清潔な白糠本陣の主人は,60代でしかも役人上

り,白糠から雌阿寒への荒廃した旧道,温泉,斜里

したから

･網走等の道程に精通しているだけでなく,舌辛

てしぺつあきぺつ

に本陣,徹別には休憩所,飽別に本陣があること

等,宿に関する情報にも精通していた.ここで情報

収集に大いに努めた.

翌朝7時30分白糠を出立.釧路まで181/4マイ

ルの遺すがら,ライマンは,炭質頁岩や砂岩,炭塊

を見づけると馬を止め,また,しばしば遺棄された

旧炭坑の内部を調査した.堅い平坦な砂浜に出る

と,彼は馬を疾駆した.間も無く,釧路の家並,港

に浮ぶ数そうのジャンク,余念なく昆布を拾う人六

が視界に入ってきた.本陣に11時50分到着.昼食

後,雨となったが,半目をここでも貴重な情報の入

手に過こした.本陣主人の旅情報は厚岸まで,｢そ

れ以東の案内は,厚岸で聞くのが一番だ｣との助言

に,未だ情報の発達していない社会を感じ,思わず

微笑んだ.今回は,地質情報も獲得できた.釧路炭

田の話は勿論,Matsuneboriの硫黄,西別の火山岩

等の標本も見ることができた.特に,ライマンの注

目を引いたのは,粘土のようにねばねぽしたクッチ

ャロ産の明るい黄色の鉱物であった.水中に入れる

と浮上するが,すぐシュシュと音をたてて水を吸

い,沈下する.鹿が好み,アイヌも食べる.ライマ

ンは,海泡石であろうと記している.夜になっても

雨は止まず,話に益々花が咲き,昆布,練,鮭の産

出や蝦夷盛衰の話に聞き入った.

Lらとはるとり

翌14日,先ず知人に寄り,春採炭鉱へ.ここで,

釧路本陣主人より聞いていた,釧路商人が派遣した

2,3人の坑夫の採掘状況を実見した.次は,1871

年に工部省が開坑し,約一年後に廃坑したOsot-

sunaiオソツナイ炭鉱を視察した.釧路で最高の炭

田と言われているが,鉱床が北西へ20度程傾斜し

ているのが難点であった.当夜は,昆布森林で宿

泊.小さな村にもかかわらず,人家の密集状況は札

傲こ次ぎ,砂浜に所狭しと昆布が干されている光景

は壮観だった.

明くる目,Fushikokombumoriの石炭露頭を見

て,うつ著として椴松林を抜けて浜へ下り,

ぽんとまり

Todomappuに出て,浦雲泊の頁岩と石炭を調べ,

ちぷらんけうし

Chipuran(重蘭窮?)で昼食.ここから,使用人と

荷物は舟で厚岸へ渡り,ライマンと秋山は,水路

Beshakodomari炭鉱へ廻ることになった.数百フ

1995年2月号

イｰトの切立った岩壁,Shshamonaiの海際の大産,

�

Zempoji(仙鳳趾)と次々に通過し,Beshakodomari

に上陸,断崖,峡谷,丘陵地の炭層を調べた･

ライマノが訪れた白糠以東厚岸までの炭田の中で

は,オソツナイ炭坑が最も有望であるが,産出額は

地方の要求を満たす位のものであろうと予想した.

調査後,帆を上げて湾を横ぎり,厚岸へ向かう

間,東沿岸特有の濃霧が下りて,ライマンはスケッ

チができなかった.厚岸真近になると,霧のべ一ル

が殆ど消え,天然の良港厚岸湾の荒々しい岩肌が現

れた.厚岸は,東蝦夷の要地と聞き,期待していた

が,小さな村であった.しかし,新しい家が6軒

建ち,店もあって活気に満ち溢れていた.

翌日曜目,一日休み,南部出身の厚岸本陣主人の

故郷や根室の話を傾聴したり,村の末端の渡し場ま

で約2マイル散歩したり,アイヌの渡し守と雑談

したり等,のんびりと過ごした.17日は,Ashiriko-

tan浜中へ前進.翌日は雨天で,出発を見合せた.

前日,本陣で出された昼食が口にあわず,主に砂糖

づけを食べた結果,ライマンは下痢に悩まされた.'

きおばかり

午後本陣の竿秤を借りて体重を計り,大津での体重

との差を調べた.ライマンの体重は14貫目,ポン

ドにすると117ポンドで,｢13才頃でさえ125ポンド

を下らなかったし,インドでもこんなに少たくなか

った｣と,感想を漏らしている.蝦夷調査旅行の過

酷さが思いやられる.

8月19目,ライマン,秋山および従者は,馬で海

おちいL

岸沿に0tchishi(落石)を目指し,他の人六は,荷物

と共に,アツウシベツ経由で,内陸の道を通り根室

に向った.この旅路は楽ではあるが,崖岬,大岬,

岩壁や太平洋の壮観を賞てることができない.

翌日,下痢が再発し,絶食して普段より遅れ,7

時5分に宿を出ると,外は海霧で一面灰色の世界

であった.フィｰルドブックのライマンの足跡を追

うと,間もたく海上に神よく並ぶ上部の平たい二島

が浮ぶ.ユルリ島とモユルリ島である.次に根室境

界の標柱を見たあと海を後にし,根室半島の疎林,

熊世道を通って10時23分根室着.アツゥシベツを

経由して来た一行も,2分程遅れて到着した.根室

に来れば,誰でも国後島と択捉島を訪れたい好奇心

にかりたてられる.ライマンも例外ではたい.ケプ

ロン号が根室湾に停泊しているのを見るや,早速午

後に船を訪れた.しかし船長は病気の上,汽船は�
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2,3目で根室を離れるのを知り,ライマンは,渡航

を断念せざるをえなかった.

2.ライマンの怒り｡根室滞在

8月21目は,根室知事が表敬訪問し,ライマソヘ

たらくとう

多楽島産の美しいめのうを贈った.約一週間,下痢

は一進一退,ライマンは,体に気遣いながら職務に

専念した.体が回復した26日,突発的事件が起っ

た.世に知られたライマン紛争の幕開けである.

当日のフィｰルドブックの最後はr6時頃,互が

札幌から松本へ敏慢な手紙を持って帰還してきた｣

とある.平素感情を表わさないライマンとしては,

異例の書き方で“傲慢な"に,ライマンの怒りが凝

縮されているのを感じる.Hとは通訳佐藤秀興で,

松本は大判官松本十郎,手許には英訳の手紙しかな

いので,少し長いが和文を,原田一典著｢お雇い外

国人一開拓｣から全文引用させていただく.

今般貴下我訳官佐藤御差戻同人申聞ニハ,貴下日

本語能ク御話シ出来二付,此后御旅行中同人不用二

付モソルｰ氏ノ連之参リ可申云々,乍然黒田君ノ事

ハ(事シブセクト○意オフセクト,恐クハ長官公ノ

意パノ誤カ)全ク本使丼二貴下ノ便利ヲ為スタメニ

候間,貴下独断同人面巳御差戻出来カタク侯,貴下

東京二社ル時大鳥氏二同人ヲ同伴セン事ヲ甚タ懇望

シ,只今前ト反スル,何ノ故タル了解不敏侯

佐藤ヲ送ルノ利不利ハ特二我等カ権力ニアリ,素

ヨリ貴下ノ之レニ関ラサル所タルベシ,敬二百ヒ同

人ヲ貴下二差送り申候,前条ノ意味篤ト御了解之レ

望ム謹言(注1)

次いで,ライマンが読んだ英訳松本書簡を引用す

る.
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英文と対照して読むと,和文の内容カミはっきり

し,また｢事シブセクト○意オフセクト,恐ラクハ

長官公ノ意パノ誤カ｣の不可解な部分が何とたく判

ってくる･ButMr-Kuroda'ssubjectのサフジコ｡ク

ドはオブジェクトの意ではたいかと邊巡した形跡と

考えると,問題の英訳から和訳されたのではないか

と,疑問が起る.

最近,ライマンが根室で受取った原文と筆者が引

用した松本書簡が二通存在することが明らかになっ

た｡フィラデルフィアの米国哲学協会で原文を読ま

れた藤田文子教授は,｢日本語の手紙は,佐藤はラ

イマンのためでなく,“政府があなたの説明をよく

知るために,黒田次官が同行を命じたことをよく理

解してほしい''という趣旨の簡潔なものだった｣と

書かれている.(注2)

英訳の手紙には,ミスズベリングがあり,文法の

間違いが多く,英文は極めて稚拙で,公式文の品位

が欠如し,読む人に不快感を与える.ライマンが不

審を抱き,原文を日本人に読んでもらったのは,当

然と言えよう,

ずく“さま,ライマンは机に向かい,下書8枚を

何度も直しながら,ケプロン宛に,開拓使への苦情

を書いた.生々しい下書きを通し,当人の吐露する

真情が,ひしひしと筆者の心に迫る.

初めに,ライマンは,日本人に読んでもらった原

文がそれほど傲慢でないこと,また訳文に,原文に

ない部分がある事実を述べ,開拓使側の訳老が英語

に非常に無知であり,誤解したとして,それ以上追

求非難はしていない.

彼が最も抗議したかったのは,彼の下に働く助手

の監督権が自分にあるとの信念で,これには進退を

賭けた.監督権を持たない指導者に,如何なる仕事

が期待できようか?というのがライマンの信念で

あった.ライマンは,契約書には示されていない

が,彼に助手への監督権があるのは自明な事であ

地質ニュｰス.486号�
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り,文明副こ於いて,この監督権を否定する法廷は

ありえないと,憤然と言放った.

ここで,リチャｰド･H･ブラソトソが書いた,

明治政府がとったお雇い外国人に対する態度につい

て語りたい.ブラソトソは英国人で,1867年から

1976年まで日本に滞在し,日本の灯台建設に貢献

したエンジニアである.彼によると,雇主である日

本政府の下で働くお雇い外国人には2つのタイプ

があった.第一のタイプは,事勿れ主義で,ただ契

約期間を無事に終れぼよいとするものであった.大

多数のお雇い外国人は,このタイプで,日本人雇主

とはうまくいったが,結果的には日本政府に汚職や

腐敗をもたらした.もう一つのタイプは,ブラソト

ソやライマンに代表される,自分がたてたプランを

責任を持って実行する人びとである.ブラソトソ

は,rしかしこのようなやり方は,命笹られた仕事

を,その者のアイディアにしたがってあくまでも遂

行しようとするから,摩擦を起こし,日本人との人

間関係が不和となることはまず確かである.｣(注

3)と述べている｡ライマンの経験とぴったり符合

するではないか!ブラソトソも彼の仕事の指揮お

よび監督権を敢然と主張し,9年間工部省の役人の

下で,辛酸をなめた.彼は,大事業が成功したの

は,少数であるが,思慮深く,理想を持ち,良心的

で,寛大なサムライが日本政府の上都にいたからだ

と感謝の意を表明している.サムライとは,大隈重

信･伊藤博文･寺島宗則･佐野常民で,特に佐野

を,真のサムライと激賞した.補足すると,11月

15日付のケプロソヘの手紙で,黒田は,ライマン

の助手達への監督権を認めたが,人事は開拓使にあ

ることを明らかにし,ライマン紛争に終止符を打っ

た.

ライマンの,佐藤の職務についての記述による

と,最初から,開拓使と意見の相違があった.読者

は,7月13日,いよいよ上川盆地横断への出発の

日,ライマンが総員の一人として｢通訳(地質補助

代理･植物採集係)｣と書いているのを覚えていら

れるであろうか?(本誌476号)ライマンは,ケプロ

ソヘの｢私は,日本語がうまく話せると言ってはい

ない.しかし開拓使カミよく承知しているように,一

年以上通訳なしで調査を無事にやってきた.札幌出

立以来,佐藤とは英語で話はしていない｣と述べて

いる｡自分は通訳をしでもすませると判断し,大津

1905年2月号

から東,さらに北上する旅は,主に海沿いの調査な

ので,佐藤の植物採集の役目は益々減少していくと

の判断で,ヤンキｰ特有の,無駄を省く合理主義に

基き処置したのだ.個人的な問題でたいのが,次の

文でわかる｡｢佐藤はこれ以上開拓使の上司と争っ

たり,自分と不和を起したくないだろうから,彼と

旅を続行してもよい.彼は,知性ある若者が喜ぶ未

知の国の旅をエンジョイするだろうし,私も多くの

点で,楽しい旅の道づれを持つことになるだろう｣.

一気に書き上げた下書の文だけに,佐藤への思い造

りは,ライマンの本心である.しかし,この期待を

裏切り,彼と佐藤の溝は次第に深まり,悪化して行

く.

翌8月27日,ライマンは,7日ぶりに秋山を伴っ

て調査に出かけた､毎回,フィｰルドブックに,几

帳面に時刻を記入しているのだが,この朝に限っ

て,時の記録がない.筆者の眼前に浮ぶのは,朝ま

だき,両者が黙々として,荒漢たる世界を疾駆する

姿である.ライマンは,彼の憤り,憂い,孤独感を

振り落とさんばかりに,根室半島最東端へと,矢羽

の様に駆け続けたであろう.荒涼たる景色の中か

のさっぷ

ら,突然,納沙布岬最先端にある灯台が姿を現わし

た.六角形の灯台は,清潔で,手入れが行き届き,

欠きたランプが輝いていた.灯台守夫婦と使用人一

人が居住するが,8月15日から5月15目までは灯

台は閉鎖される･ここで一行は昼食をとり,厚いも

てなしを受けた.望遠鏡で,樹木のない,低い平た

い水晶島や多楽島を眺めた.根室の知事によると,

行きは良くても,帰りは海峡の強い潮流のため,一

週間はかかると聞き,ライマンはすでに両島行きを

ほにおし､

断念していた｡帰路は,穂香に寄って,根室へ戻っ

た.未だ全快しない身ではあったが,久しぶりに,

30マイルの長距離を駆馳し,苦悩を忘却の彼方へ

押しやったであろうと推察したい.

3.秘境知床半島,根室一斜里(8月29目一9月12

目)

暴風雨で一日遅れ,29日に根室を離れた.風蓮

湖あたりから,族の舞台ががらりと変化し,最果て

の地に足を踏入れた感が一入であった.風蓮湖岸の

アツウシベツに6時15分到着.本陣はあまり清潔

とは言えず,ほころびた蚊帳へ侵入する蚊の群に悩

'まされ,ライマンは眠れぬ夜を送った.翌朝5時�
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50分アツウシベツ本陣を逃げるようにして立ち,

すぐ近くのフェリｰで対岸へ渡り,次いで西別で再

びフェリｰに乗って,別海に7時20分に到達した.

ここで,昨夜の疲れを充分にいやすことができた.

Lべつ

8月末日,絶えず海寄りの道を進み,昼前に標津

に達し,本陣で何時もの通り知床半島を中心とした

情報を集めた.旅程情報は,フィｰルドブックに標

津一Uembet馬で4里,Raushiから0nsen11/2

里山路,Raushi岬の最端,151/2里などと書かれ

ていて,始めは判じ物を読んでいるようだったが,

う吏ぺつらうす

岬は野付岬でなく,知床とわかると,植別,羅臼も

確認でき,温泉とは瀬石にあたると手づる式に漢字

が飛び出してきた､これらの情報と忠類の砂金の話

から判断して,ライマンは,北上するものとにらん

だが,的がはずれ,翌9月1日,一行は内陸へと

向った.

根室知床は,道らしい道が無く,人の行きがいも

稀で､泊る宿は荒れ果て,その上天気は荒れ模様が

続く季節に入っており,内陸の道を選んだのは賢明

であった.約19マイルの荒れた道を通って,テラ

イワタラに4時20分に着いた.宿はぽつんと立っ

た一軒家で,今後の旅のきびしさを暗示するかにみ

えた.この日ライマンは,佐藤にケプロソヘの報文

の清書を頼み,断られた.｢自分の職務は,開拓使

通訳と翻訳老で,ライマンの助手でも筆耕人でもな

い.それ以外に,仕事を手伝う場合は,全く自分が

望むからである｣と書いた佐藤の陳述書が残ってい

る.

明くる朝,8時32分チワイワタラを出発し,雨雲

の下,西北西へ進んだ.途中本道をそれて,

Paushibets温泉,次いで標別温泉を調査した.5時

55分に若老に到着するまで,出会ったのは,根室

からの日本人温泉逗留老一人,鹿,熊のみで,想像

を絶する僻地だった.

3目は,雨で宿に留まり,翌日,若老が山地にあ

って雨量が多いのを知り,雲が低くたれこめた空を

気にしながらも,斜里へ向った｡1時過ぎ,

Kamuinibira?で,古い休憩所に幕を張りめぐらし,

ライマソｰ行を接待しようと,2,3人の日本人とア

イヌ違が待ち受けていたが,ライマンだけは天気を

案じ,目的地へ急いだ.朽ちた人家や小屋を過ぎ,

雨の中,低湿地を通過,割った丸太を縦に敷いた道

を,滑らぬよう,疲れた馬を注意して走らせ,3時

和!
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第2図硫黄山(Itashibeonis並ph岨m血es)調査塊旅途上､

(以下,マサチュｰセッツ大学図書館スペシャ

ルコレクショソズライマソコレクション蔵)

58分斜里本陣に入った.灰色のオホｰツク海が眼

前に広がった時,ライマンの感慨は如何であっただ

ろうか?宿は,紺と白の縞を張り,ライマソｰ行

を歓迎した.僻遠の地での旅人はきわめて少なく,

外人の接待には不慣れであったが,古い流儀での大

へん礼儀正しいもてなしだったと,ライマンは,好

印象を受けたようだ.

9月5目北見知床硫黄山への調査旅行は,舟旅か

ら始まる.ライマンは,潮が満ちるのを待つ間に報

文5ぺ一ジを清書,9時50分に,いよいよ本陣を出

て舟人となった.しかしすく“舟は砂州に乗り上げ,

押しても,曳いても,微動だにもせず,立往生した.

2時の満潮を持てず,メッセンジャｰを岸へ送って

援功を求めた.今回の調査行は,なるべく人員を減

らし,ライマン･秋山･ホｰイ野村･コック･日本

あさたげ

人人夫の浅と竹,それにアイヌ10人,その中に3

人の若い女性が含まれ,後は船頭2人からなる.

間もなくこれも若い女性を交えたアイヌの小型救助

舟がやってきて,無事に砂州から大舟を脱出さ喧た.

1時半過ぎ,遂に出発.海面はおだやかで,風は軟

風,快適な舟旅であったのが想像できる.斜里から

3里のHorotomari(ポロトマリ?)に4時15分着.

船頭達がこの先3里内に,停泊するのに良い場所

なしと言うので,番屋で一泊することになった.

翌朝,6時30分出帆.しばらく櫓に頼ったが,間

もなく風が立ち,マストに大きなぽろのござの帆を

上げて進んだが,再び風となり,櫓に戻った.次第

に広い砂浜が消えて岩石に変じ,陸地は高くだり,

断崖絶壁,遠方の山頂が視界に入ってきて,周辺

地質ニュｰス486号�
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は,いかつい容相を呈し始めた.Horotomariから

6里のUtorutsukusi(字登呂?)に達し,舟を陸上げ

して昼食.ここにアイヌ人家2軒があるが,鮭漁

のオフシｰズンで人影はなし.12時半過ぎ舟に戻

り,Horobetsの古い番屋を通過,2時Yuwδbets

(岩尾別?)に着いた.その頃より,風速が早くな

り,先2里圏内に上陸地点がないため,舟が海へ

吹き流されるのを恐れ,再び船頭達は,ここで一泊

するように主張した.案の定,疾風が起り,テント

に重い石を置いて,気もそぞろの一夜を過ごした.

早朝,衰えぬ強風をさげて,砂浜西端の海岸近く

にテントを移動し,風が治まるまで,ライマンは,

岩石調査に時を過ごした.昼食後,舟を下して出立,

2時間後の3時25分に舟旅の終点カムイベツに到着

した.アイヌガイドに,露営する場所は,海岸と硫

黄巾問ではここ以外にないと言われ,寸暇を惜しむ

ライマンは,今回も経験者の意見に従った.

9月8日,6時30分頃,ライマンと秋山は,調査

助手の日本人人足2人,アイヌガイド,弁当･毛

布等の荷持ちのアイヌ人1人を引連れ,徒歩で硫

黄山へ向った.アイヌ2人は,日本式ジョッキ･

水差を携帯したとある.筆者は読みながら直に,ひ

さごと推測したが,果たして,後で,ガイドが一休

みと腰を下し,大石によりかかった途端,｢ぱちり｣

と割れて,瞬く問にジョッキｰ杯の水は無くなった

と記している.硫黄山は,カムイ川に並行した土地

にあって距離はそれ種ないが,断崖にはばまれて遠

回りする外はたい.さらに,ガイドが道に迷って,

尾根,山峡をさまよい歩き,苦難の末,疲れ果て,

11時過ぎ,やっと硫黄川に出た.ライマンは,早

速屈んで,川水を飲んだが,酢のように酸っぱく,

飲料水にはならない.瀧,温泉,冷泉,すべて液体

は酸味が強い･惜しげもなく飲んだひさごの残りの

水は,金にも価するものとなった.

一行は,硫黄山山頂への途中,硫黄が流出する穴

を発見し,その異観に驚嘆した.堆積した硫黄の間

に,おそらく直径約百フィｰト,深さ30フィｰト

の大穴があり,底に,多分縦20フィｰト,巾15フ

ィｰトの小穴が存在し,そこから熔融した硫黄が沸

き立ち,激しく地を揺動かし淀がら湧出し,四散し

たガスは,視界をさえぎる.ガスぽ,穴から流出す

るや,硫黄粉末と化し,広範囲へ飛散する.見渡す

限りの約8工一カｰ(946百坪)の地上は,すべて硫

1995年2月号

黄で,全員,壮大な光景に,しばらく釘づげとなっ

てしまった.

風下の丘陵側で昼食した後,ライマンは秋山と共

に,硫黄鉱床の調査をし,硫黄･岩石のサンプルを

収集した.帰路は,旧道を通り楽にキャンプ地へ戻

った.

翌朝,波浪高く,舟行不能で,ライマンは,舟旅

が数日遅延するのではないかと危倶し,斜里へは陸

路で戻ることにした.一日でUtomtsukushiまで,

次の日は斜里までを予定し,ともかく3日分の食

料を用意した.人足用の大テントと必要でない物は

舟に残し,日本人船頭一人と病むアイヌｰ人に後事

を託し,各人重い荷物を担ぎ,9時半過ぎキャソブ

地を立った.1マイルの海辺道の後は,急峻な丘

陵,高い竹やぶ,深い沼地,続く山頂等,困難が待

ち構えていた｡行けどもYuwobetsは見えず,肩

の荷物は重みを増し,歩みは遅々として進まず,昼

食をとるつもりでいたYuwobetsに着いたのは6

時40分.夕闇は迫り,全員疲労困はい,ここで一

夜を過ごすことになった.

10日朝,炊飯は鍋一つなので,朝食に時間がか

かり,8時過ぎ出発｡昨日と異なり,アイヌ違は,

土地を熟知していたので,至って快調に進み,正午

には,Horobets川口に達した.Utomtsukushiを

近くに眺めながら昼食.うねりは,すでに納まり,

海上に鮭漁シｰズン開始を待機する数そうの舟を認

めた､ライマンは,予定を変更し,日本人船頭とア

おんねべつ

イヌこぎ手5人(全員男性)を連れて海路遠音別ま

で行くことにした.他のアイヌ違は,｢鮭漁シｰズ

ン来れり｣と心忙しく,急ぎKamuibetsの舟へ戻

る支度を始めた.5時37分に遠音別に到着し,アイ

ヌコタンと川を隔てた砂浜にテントを張った.先ず

アイヌの若者が川を渡って,火種用の付け木を持っ

てやってきてくれ,続いて2,3人のアイヌがテン

ト作りを手伝ってくれ,一行を歓迎してくれた.

9月11目,風はほとんどない日和で,舟は6時

55分遠音別の岸を離れた.8時20分,岸に立ってい

る一人のアイヌから進行中の舟へ,｢昨夜秋山が

Sakibure(先触れ)で頼んだ馬が,Horotomari番屋

で待っている｣との連絡があった.Horotomariに

9時30分着.ライマンと秋山は馬に乗り10時10分

出発し,斜里本陣へは11時25分に着いた.

根室･目高の奥地の旅行中,ライマンはアイダと�
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第3図ライマンが調査に用いた北海道地図

接する機会が増え,その実情を身近かに見聞きし

た.そして将来開拓使がアイヌ政策と取組まなげれ

ぼならないことを予感し,怠りなくアイヌを観察

し,それを記録に残した.その中の二つの話を紹介

しよう.

ライマンは,江戸で,アイヌが狩猟地域にある鉱

物資源を隠ぺいしているとする話を耳にしたが,彼

の経験ではそんなことはなく,親しくなると,取る

に足らない鉱物でさえ,自分達が価値あると思った

ものに,ライマンの注意を喚起しようとした.もう

一つの話は,別海での出来事である.8月30日早

朝,眠れぬ夜を過ごしたライマンは,アツウシベツ

から逃げる様にして,唯一人,渡し舟で別海へ渡っ

た.予想以上に早く別海に着いたので,側の日本人

少年にrここは,別海ですか?｣と尋ねた.途端に,

舟の片端にいたアイヌの男が,ぱっと首を川の中へ

突込んだ.彼の生れ育った土地を,一目で別海とわ

からない人がいるとは笑止千万,と腹の底から出る

笑いをこらえようとした揚句のことだったのであ

る.ライマンは,単独でフェリｰに乗ったからこ

そ,大自然に生きる大らかな,しかも思いやりある

アイヌの咲笑を押えたシｰンを目撃できたと,思い

がげたい幸運を大いに喜んだ.両者の善意が,筆者

の心を打つ.

4.北辺の旅:網走(9月12目)一宗谷(9月25目)

役所,アイヌ住居20軒,倉庫6軒.なかなかの

にぎわいの網走の本陣は,真新しく,清潔で,ライ

マンを喜ばせた.もう一日だけ滞在したい誘惑を退

ところ

けて,9月13日,日曜日,常呂へ立った.斜里から

の駅馬をいたわり,荷と共に舟で目的地へ送った.

網走川をフェリｰで渡り,振向くと,知床半島が海

に浮び,峻岳･連山の雄姿が眺望され,ライマンは

早速ポケット六分儀でチャチャヌブリ(羅臼岳)や

Unabetsudake(海別岳)山頂の高度を測定した.昨

日と同じく,一直線で単調な砂浜,時々雑草が繁る

砂丘があり,遠方に,ちらほらと森が見える.10

のとり

時12分,大湖とあるのは能取湖だ.全く荒涼とし

た,無人のオホｰツク海岸沿いの道を駆馳するライ

マンの姿が黒点となって,筆者の眼前に現れた.常

呂11時30分着.悪天候の為,もう一日余儀なくさ

れた.本陣は薄汚なく,サｰビスが悪い上,ライマ

ンの部屋は雨漏りカミあまりにひどいので,秋山と佐

藤は彼等の部屋を提供した.

翌15日,常呂7時25分出発.片側は海,片側は

荒草砂丘の眺めが,間もなく大湖に変じた.サロマ

湖である.大湖が消えると,再び海と砂丘の世界に

戻った.やがて海音が真近に聞える湧別本陣へ12

時10分に到達した.一行は清潔で丁重なサｰビス

を受けたが,さびれた宿,3,4軒の人家だけの村の

一夜は,誰もが無性に寂蓼を感じたであろうと想像

される.

翌日,湧別を出て,海と湖水群の間を進んで行く

うちに雨が降り出し,雨の中を紋別村入りした一本

陣は,壁紙がはられ,良質の家具が並び,豪勢だっ

た.紋別が北見の中心であるからであろう?ライ

マンの部屋には,毛布がかかった薄板で作った2

つのアｰムチェア,粗毛絨毯で覆われた大きなテｰ

ブル,腰掛用にと2つの黒い旅行箱(長持?)が堂

々と並べられていた.この部屋で,前章に述べた

｢日本蝦夷地質要暑之図｣を発想した.次の日,雨

カミ降り止まず,ライマンは本陣で蝦夷地図作成中,

色刷全島地質図を作る着想を抱く.9月17日は,彼

の人生で,忘れられない日となった･

9月18日から23目までの6日間,沢木(市天のた

め2晩過ごす).Chikabutomushi(チカブトムシ),

えさししよないきるふつ

枝幸･斜内･猿払と約93マイル族し,克明な地質

調査記録を残した.枝幸では,これまでで最高の持

て放しを受けた.しかし,フィｰルドブックの講条

としたオホｰソク海沿岸の長旅を読むとライマンの

地質ニュｰス486号�
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第4図利尻島スケッチ

焦燥を感じるのは,筆者の思い過ごしだろうか?

翌24目,猿払宿すぐ側の川岸からフェリｰで宗

谷に向ったが,雨で目的を達竜ず,Chietomai(枚

とまたい

苫丙)泊りとなった.今日こそは宗谷と意気こんだ

朝,シｰズン最初の白霜が下りた.あと一里のとこ

ろで一変して荒天.宗谷は,ライマソｰ行を,強雨

雲･稲光で迎えた.宗谷村は根室よりずっと小

さかったが,樺太への渡り口だけに,数多くの人家

や倉庫,また新しい神社が建っていて,活力あふれ

ていた.午後,Karafto南端に住んだ経験のある二

人の商人を捜し出し,ライマンは,熱心に樺太の地

質について質問し,夜は夜で,宗谷知事の樺太,利

尻島の岩石,宗谷海流等方の話に耳を傾けた.

5.日本海の荒波:抜海(9月26目)一小樽内(10月

15目)

宗谷からBakkae(抜海)まで8星29町の旅路を行

く一行と別れ,ライマンは,秋山と佐藤を伴い,声

のさっぷ

問を経て野寒布岬を廻ったので,11里以上かかっ

た.抜海に着くと,礼文島と利尻島が真近に見え,

彼は,早速前者をスケッチした(第4図).

翌27日,日曜日,疲れ切った馬を励まし,天塩

へと進んだ.単調た風景の中で,壮大た利尻岳の姿

がライマンを慰めた.天塩では,村山知事の訪問を

受けた.石橋が発見した天塩川上流の石炭,焼尻を

含むこの地方の岩石,鮭漁が主な話題であった.

28日,雷雨のため出発を延期.翌日,村山知事

の情報により,天塩上流の石炭を調査する必要なし

と判断して風違別へと立った.波浪が高い海浜を避

けて山路へ入ったが,裏目に出て,約3里の道を,
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穴や溝をよけて,四苦八苦しながら前進した.ちな

みに,草に覆われた穴の深さは,落ち込んだ馬の肩

まであった.風速別の宿で,2月28日以後30日問続

いた地震の爪痕と分かった.昨日と同じように,フ

ィｰルドブックにr今日も煙は見えず｣と記してあ

るのは,利尻岳の煙を意味する.

9月末日,風速別を7時過ぎに出発して,善説に

1時59分に着いた.途中,数多くの貝の化石,とく

にかきの貝殻を見づけて採集した.また宗谷以来,

全くなかった昆布,わずかだった海藻が急に増えて

きた.苫前知事がYakuninを連れてライマンを訪

問した.｢人家はアイヌ住居を含めて80軒.

やぎしりてうり

Yageshiri(焼尻)･Teshiri(天売)両島は12軒.鮭の

収穫平均年三百石だが,一昨年は四百から五百石の

大漁だった.苫前の主産物は鮫で,昆布は多くな

い.今年は降霜は未だない.大地震は2月に起っ

た｣等の情報を知事からえた､知事は,地震が何日

に起ったかくわしく述べていないが,2月8日の樽

前山大爆発と,何らかの関係があったのではなかろ

うか?

暴れ回った暴風雨は,3目目,10月3日に弱まっ

た｡4目は日曜日で,天候は未だ納まらず,留萌炭

山へ遡上する舟をHerashibetsで待たねぱたらぬと

予想し,出発をもう一日延した.調査に加わらない

通訳は,この日苫前を後にした.彼は,ルルモッベ

(留萌)で一行の帰りを待つ.利尻岳は,初雪の装い

で清々しく,南に目を転ずれば,0fu抑dake(雄冬

山?)も,頂に雪を被って,清浄な姿をみせた.

翌朝,霜を踏んでフェリｰへ急いだ.Chashi村

で岩石や岩礁を調べ,ルルモッペ境界を越え,10

時25分鬼鹿を過ぎ,2時にHerashibebutoに着い

た.ライマン違は,渡し守の家に泊ることになっ

た.落目前,ライマンはOfuWdakeと増千山の高

度を計った.フィｰルドブックに,両島のスケッチ

が残っている.

10月6日,Herashibets調査,いよいよ留萌炭山

調査を開始した.一行はライマン･秋山･コック兼

人足と船頭5人,計日本人7名とアイヌ･人1名か

ら成る.第一日は,7時36分,甚だしく蛇行したヘ

ラシベツ川を遡上し,3里のところで,薄暮が迫

り,致し方だく,移しい小石の岸辺に小さなテント

を張った.船頭達は,樟とござで器用に小屋を作っ

て露宿した.第二日は,大霜が下り,5度の寒さ,�
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第5図天塩日本海測地図(東西蝦夷山川地理取調図より)

舟が座礁する度に,裸で水中に入る船頭達の気迫

にラライマソは感心した.船頭は,川の操舟は不慣

れで,運航は,遅々としてすすまないだけでなく,

急流で転覆したり,沈没の危険があったが,ともか

く昨日と同じ3里を漕ぎ終えた.Otoits故uchi川

通過前後より,石炭を含む砂礫や,石炭層が現れ,

当夜は,留萌炭山の真近でキャンプした1

澄んだ寒い夜が明ければ,霜は深く,温度は約

2度,このあたりはもう冬季なのだ､先ず1886年に

採掘して放棄した丘陵斜面の炭鉱を調査した後,2

そうの舟と荷物を残し,軽舟で川を上り,留萌炭山

中心部へ入った.1871年に採掘したが,産出量は

少なく,ここも同年断念された.ライマンは,石炭

を採掘するには土地条件があまりにもよくないの

で,これ以上調査を続行しても無駄とみて,昼食後

帰途についた.帰路,舟は驚く程迅速に川を下り,

1時40分には,2そうの舟が待つ分岐点へ,4時4

分には,2日前に昼食した場所に達した.ここでラ

イマンは,川堤に立つ大熊を目撃した.犬が熊へ挑

もうとする緊張の一瞬,熊狩りの達人であるアイヌ

が,オｰルで舟の側面をたたいた.熊は音に驚いて

逃げ,彼は低い口笛で犬を呼戻した.瞬間の出来事

であったが,ライマンは母国の友達が口笛で犬を呼

ぶシｰンを思い出したのであろう,一東西の習慣の類

似に人間の共通性を見出し,感興を覚えたことを記

している.留萌炭山の旅で,若い未熟な日本人の船

頭が,遡行中困難に直面した時,アイヌの指揮に自

然に従った姿も,ライマンの興味を引いた.｢蝦夷

地では,アイヌと日本人の間で,嫉妬や増悪を全く

見なかった.｣と彼は報文で述べている.

調査三日目の9日朝,珍しく霜の代りに,川一

面,もやが立ちこめていた.6時45分出立.9月16

日の紋別では秋の気配が感じられたが,今やたげな

わ,紅葉を賞でながら,ライマソｰ行は,川を下っ

た.9時23分にOkenai,12時28分にヘラシベツブ

ト,そこからすく“ルルモッペヘ向った.3時24分留

萌の宿に入った.

黄昏に,ライマン連は,ホテルの向い側の岸へ,

鮭網漁を見に出かけた.丁度網を引上げている最中

で,町の人々は老いも若きも大勢集り,その中に,

6,7人のアイヌが交っている.若者達が高く掲げた

葉がついたままの乾いた竹が燃え上がり,活気に満

ちたシｰンを照し出す.主に若者,アイヌの女が,

ベルトコンベヤ式に活動する.網から鮭を取出し,

腸を出した後,倉庫の入口まで運び,詠唱口調で大

声で鮭をかぞえ,粗塩を大量にまき,倉庫にうずた

かく積まれるまで,3分かからぬ迅速な作業であ

る.しかし菜食主義者のライマンは,鮭殺りく過程

の見物より,秋山を慕って集って来た人々に,非常

に関心を持った.監督幹部が,ライマンの群の中の

秋山に気がつくと,挨拶しにやって来た.彼等の尊

敬と喜びに満ちた顔!秋山は数年前までルルモッ

ペの知事だったのだ!ライマン違は皆,彼の過去

の栄光をからかったが,秋山は終始にこにこして上

きげんだった.｢わあ,秋山さん,すごく得かった

ですね.こんだ風に,深いお辞儀をされていたでし

ょう｣との声が聞こえるようだ.ライマンは,紳士

的で,有能かつ高潔しかも多くの人から敵軍傾慕さ

れている秋山が,どうして職を追われたのか,不思

議に思われてならなかった.

前夜は浦雨で,10日朝も雨雲が垂れ込めた状態

であったが,8時45分に宿を出た.先に難路の雄冬

山道がひかえている為,どうしても今目中に増毛ま

地質ニュｰス486号�
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で行こうと途中から降り出した小雨の中を進んだ･

11時過ぎ,Nobusha川(信砂)へ.図の側に｢松浦

この川を渡り,雲龍川を経て,4目で石狩川へ(ま

た,石狩川より海へ).信砂川源近くに石炭を見出

したが,炭床なし.④｣と記入がある.④は秋山情

報を表す.12時16分,無事についた増毛村は,ラ

イマンに好印象を与えた.札幌を立って以来,始め

て学校が存在し,蝦夷で最高のホテルを有し,村民

が外国人に対して好奇心を持つ,教育と文化の高い

村だったからだ.

翌11目,雪で山道が閉ざされる前に,Mashike-

mOuntain(浜益岳?)を越えようと,急ぎ出発した.

身を切るような寒風が吹き飛び,波高い海岸を避け

て,すぐ増毛山地へ歩を進めた｡始めは,海抜二千

三百フィｰト,二千五百フィｰトと,だんだん高く

なるが,起伏が多い.頂上では残雪を見た･荷を下

ろして馬を辛うじて歩かせねばならない隆路,迂回

を余儀たくさせられる獣道,骨身に沁みる寒い風に

耐え,増毛を出発して以来,ライマンは,食事はお

ろか,休みさえとらず,自分だけ一足先に,5時に

浜増毛に到達した.続いて,秋山と佐藤が6時37

分,その他の人々と荷物は暗くなって到着した.

12目は暴風雨で,一目浜増毛に滞留した.難関

ごきぴる

濃昼山道の旅をひかえ,英気を養うよいチャンスで

あったに違いないI翌朝,荷は馬に頼らず担ぐこと

にしたので,荷物を再編成し,皆徒歩で,7時45分

派増毛を離れた.台風の余波で,激浪は浜を洗い,

一行は断崖下を注意して行進した.村や谷間を通

過,丘陵を登り降りし,浜増毛と厚田の中間,濃昼

で昼食と小休息をした後,2時,いよいよ恐るべき

濃昼山道に挑戦Lた.第一頂上3時20分,第二頂

上3時38分,次の頂上4時3分,最後の最高峰4

時17分と尾根伝いの強行軍であったが,案ずるよ

り産むカミ易しで,6時15分,海辺の村に辿り着い

た.すでに辺りは暗く,バロメｰタの数字は読め

ず,砂浜を馬で進むのに苦労した.散在している家

の一軒からちょうちんを借用し,極度の疲労と空腹

を押して,遂に10時,厚田の本陣入りを果たした.

14目,ライマンが,いつもの様に5時過ぎに起

床すると,石狩旅行を共にした忠実なボｰイと人足

の一部が夜通し歩いて,丁度到着したところであっ

た.こうして全員揃い,1時59分に厚田を立った.

3時過ぎ,たつかしのドック,桟橋,倉庫が視界に
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第6図北海道1874調査報告書

入った.フェリｰで渡ると石狩村,新しい建物が林

立し,繁栄を誇っていた.

翌朝,通訳佐藤が昨日札幌へ逃亡したため,これ

までの計画を変更することにした.山内へは石狩上

流の旅が不可能になったこと,全員11月1日に函

館へ集結するという内容の手紙を書いた.そして一

向は小樽内へ向って歩をすすめた.銭函へは11時

15分着.目的地近くでは,今月初めの暴風雨で道

路が流され,馬で通れず,遠回りして,小樽内へ到

達した.ここでは去年8月に泊った宿が廃業して

いたので宿泊できず,秋山は,ずいぶん宿を探した

らしい.彼は,貧弱な宿を案内した男を殴る事件を

起こし,開拓使解雇の誘因を作った.ようやく探し

当てた宿に落ち着いたライマンは,当夜の殴打事件

を知らず,報文72べ一ジに訂正を入れ,また,ケ

プ回ソヘ手紙を書いた.

6.帰心:小樽内(10月16目)一函館(10月20目)

10月16日朝,ライマンは6時に起き,昨夜遅く

札幌から戻った佐藤と会った.如何なる会話が取り

交されたのであろうか?佐藤に和文を訂正させた

72べ一ジと,彼の逃亡前に渡していた2名べ一ジを

足し,計96ぺ一ジの報文および手紙をケ･プロソヘ

属けるよう頼むため,折から港に停泊中のケプはソ

号を訪ねた.半時間程船長と雑談し,一路,余市へ

急いだ､余市本陣11時7分着.ここで一泊する予

定だったが,函館に毎日郵便船が着くことをケプロ

ン号で聞いて帰心をかきたてられたのか,ライマン�
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だけ6里先のルベシベヘ行くことに決めた.皆に

翌日岩内で落ち合うように言い残し,2時15分出発

しき

した.丘陵を通り,峠を越え,峡谷を踏破して,然

別川が流れる盆地を横ぎり,ようやく8時10分,

闇の中に一軒だけ立つルベシベの宿に到着した.余

市残留組は,ライマンを追いかけ,秋山と佐藤は,

ルベシベヘあと半里のところで追い付いたが,使用

人と荷役の一隊は,悪路に難渋をきわめ,馬が進ま

なくなってしまったので,ルベシベまで2里の処

で一夜を過ごした.

17日,風は殆ど無く,空は碧色,一面に霜が下

りて冷たい.ルベシベを離れると,山道は峠へ向

い,峠から急降下すると,広い,なだらかた谷間と

なり,ライマン違は,12時6分岩内に達した.次

いで1時6分,新しい馬に変え,岩内から茅澗へ

行き,小樽内で受けとったケプロンの指令に従い,

新しい疏水坑の位置を調べた.精密な茅澗地図が江

戸にあるため,位置の指示は江戸へ帰ってからする

ことを約し,31/2里の道を岩内へ戻った.久しぶ

りに,この目は,14里を旅した.

10月18日6時30分に岩内の宿を出てから,20日

5時15分函館ナンバｰワンの家に着くまでの約3日

間,何かに取り愚かれたように,函館へ函館へと引

付けられていくライマンの心情を,筆者は,.手に取

るように理解できる.6月17目札幌を出発してから

4ヶ月,あと数日で旅が終るうとした時,これまで

抑制していた彼の文明生活への思慕が極限に達した

のだ.

1日目は,去年通った雷電山から場内に11時26分

うたすつ

着,磯谷1時30分,Odashuts(歌棄)を過ぎ,3時

間ばかり,馬を励まして,難路を突破し,山頂を三

度越え,夜になって黒松内本陣に入った.2目目

は,黒松内を6時39分に出立し,昨日と同じく悪

路,山道を克服して長万部に一12時30分着.ここで

昼食と2時間の休憩をとって,馬をゆっくり休ま

ゆうらつぷ

せた.長万部･遊楽部間約8里を,1時間2里の速

度で,馬を軽く走らせて6時50分遊楽部に着いた

が,それから更に前進した.日は一目一日と短かく

なり,5時半遇ぎると半月が空にかかる.月光の中

を疲れ切った馬をしばらく引き,8時25分当目の目

的地山越内へ無事到達した.最終日は,山越内を

7時10分に出て,落部･森･鷲の木を通り,今回の

調査旅行では最長距離の171/2里を馬を次つぎに

変えて,走りに走らせた.森より間もなくして新道

に変り,峠の下2時30分,七飯を経て5時15分函

館ヘゴｰルイン.なつかしのナンバｰワン･ハウス

で,マンロｰ･ディ･べ一マｰ(Boehmer開拓使園

芸作物主任)と会い,夕食を共にした.秋山は6時

30分頃着き,使用人と荷物は翌日到着した.

フィｰルドブックは,10月23日で終わっている.

ライマンは,10月24日に函館を出帆,10月27目に

帰京した.彼は,北海道調査に満昆したようだ.一

例を挙げると,根室から函館まで,53日,819マイ

ル(326.6里),1日平均15.45マイノレ(6.18里),騎行

は1日16.80マイル(6.72里)で,騎兵や鉄道馬車の

平均走行記録より早いと報文では述べている.悪

路,鉱石蒐集,測量等の活動を考慮に入れれば,こ

の約4ヶ月間の調査は,正しく,ブリソスにふさ

わしい卓越せる業であった.

北海道調査は,ライマンの働き盛り(37才一39才)

に行われ,彼の人生のピｰクであったと言えよう.

日本蝦夷地質要略之図は,彼の名を不滅のものとし

た一それだけではない･ライマンが日本を去ってか

ら,彼の助手達は,･日本石炭鉱業隆盛期の損い手と

なった.山際永吾･島田純一は,明治13年に幾春

別炭田を,明治21年には,坂市太郎が夕張大炭田

を発見した.これは,ライマンの北海道調査が,単

に彼たけの調査で終ったのではないことを物語って

いる､技術は絶えず進歩し,古い技術は捨て去られ

るカミ,人問の高蓬た精神は不朽であると痛感するの

は,筆者一人だげではないであろう.
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